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７つのビジョン

『西胆振地域づくりビジョン』に描くまちづくり『西胆振地域づくりビジョン』に描くまちづくり

『
定
住
自
立
圏
構
想
』
と
は
、
圏
域

の
核
と
な
る
人
口
５
万
人
程
度
以
上
で

昼
夜
間
人
口
比
率
が
１
以
上
の
『
中
心

市
』
が
周
辺
の
市
町
村
と
協
定
を
結
び
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
や
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
圏
域
全
体
の
暮
ら
し
に
必
要

な
都
市
機
能
を
確
保
す
る
こ
と
で
地
域

の
魅
力
を
高
め
、
定
住
自
立
を
促
し
、

人
口
の
流
出
を
防
ぐ
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
た
国
（
総
務
省
）
が
提
唱
す
る
新
た

な
広
域
連
携
の
取
り
組
み
で
す
。

西
胆
振
圏
域
で
は
、
圏
域
の
核
と
な

る
『
中
心
市
』
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
室
蘭
市
が
、　
月
を
め
ど
に
中
心
市

１２

宣
言
を
す
る
予
定
で
す
。

今
後
は
、
室
蘭
市
と
周
辺
市
町
で
あ

る
登
別
市
、
伊
達
市
、
豊
浦
町
、
壮
瞥

町
、
洞
爺
湖
町
が
、
医
療
や
福
祉
、
産

業
、
観
光
な
ど
で
の
連
携
に
つ
い
て
検

討
し
、
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を
お
聞
き

し
な
が
ら
、
協
定
の
実
施
を
含
め
た
協

議
を
行
い
ま
す
。

『西胆振地域づくりビジョン』は、西いぶり広域連合において『西胆振は一つ』の認識のもと、３市３町の特性を
生かし、どのようなまちづくりが可能であるかなど、西胆振圏域の将来の発展につながるまちづくりのあり方を考え
るために作成したものです。
ビジョンでは、地域づくりの形として、今の市や町の枠組みを残しながら広域的な連携を図る『市町連携』、『広

域連合』、『定住自立圏』のほかに『合併』などの方法を示すとともに、地域の特性や強みを生かしたまちづくりの
可能性を『７つのビジョン』で示しています。

『西胆振地域づくりビジョン』は、市役所１階市民ロビー、各支所、市民会館、図書館で閲覧できるほか、ホーム
ページ（http://www.city.noboribetsu.lg.jp/plan/k-renkei/nishi-tiikivision.htm）からご覧になれます。

※具体的な連携内容は、６月に西いぶり広域連合に
設置した『西胆振地域定住自立圏構想検討会議』
で検討を進めています。

問
い
合
わ
せ

企
画
グ
ル
ー
プ
（
緯
碓８５ 
１
１
２
２
）

焔２０万人が暮らす地域としてＰＲ
焔１，２００万人が訪れる観光地域としてＰＲ
焔環境先進地域としてＰＲ
焔マルチ産業地域としてＰＲ

地域のイメージアップ

焔効率的な職員配置
焔行政サービスの広域化

行財政の効率化
焔季節移住の促進
焔退職世代・現役世代の移住促進

移住・定住の促進

広域観光の促進
焔多様な体験型観光プログラムの
提供
焔地域観光スペシャリストの育成
焔地域の関連団体の連携推進

焔新エネルギー開発利用地域への
発展
焔農商工連携の促進などによる新
産業の創出
焔農畜産物・水産物の情報発信
焔地産地消の推進

産業連携・新産業の創出安全・安心のまちづくり

焔安定的な医療体制・福祉体制の
強化
焔大規模災害時の円滑な避難対応

焔小中学生などを対象とした幅広
い体験学習
焔大学などと連携した総合教育の
推進
焔１次～３次産業の幅広い人材育
成
焔地域内の交流機会の創出

広域教育の促進


